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　日本の各企業はグローバリゼーションを意識した事業
展開を行っています。当社も海外での売り上げが全体
の約４割を占めています。このような状態が極端に進め
ば、各社とも本社を日本に置いておく必要性が薄れてき
ます。私は、当社の本拠地は日本、それも住友の創業
以来約400年強恩恵を受けてきた大阪に置き、この地に
貢献すべきだと考えていますが、各社の考え方はさまざ
まです。企業が日本に留まるかどうかは、各経営者の日
本に対する思いの強さによるところが大きく、グローバ
リゼーションが進むと日本の経済地盤がぜい弱になる可
能性があるのです。道州制を導入することがぜい弱性
を防ぐ一つの政策になると思いますが、付加価値を生む
企業が地域を愛し、自らどのように対応していくのかが
ポイントとなるのではないでしょうか。
　では、今後、日本や日本企業はどのような道を取るべ
きなのでしょうか。ご存じのとおり、日本には天然資源
がほとんどなく、最大の武器は、世界に冠たる技術や製
品、そしてそれを生み出す人材です。人材は日本最大
の資源ともいわれています。人材の質を保ち、常に活性
化するための投資は惜しむことなく続けなければなりま
せん。そうして日本のＲ＆Ｄや生産技術を強化し、海外
の工場に横展開していくことが必要です。このサイクル
を永続させるためにも、｢政治経済や経営を語る前にま
ずは人間教育」というのが私の持論です。
　現代の日本は「金がすべて」という拝金主義の時代
を経て、反省期に入る一方、格差が広がっています。“歴
史は繰り返す”とはよくいったもので、産業革命華やか
なりし英国のビクトリア朝は今日の日本よりもひどい状況
だったようです。新興産業家は労働者から搾取すること
で富を築き、労働者は劣悪な条件での労働を強いられ
ていました。当時の思想家で歴史家のトーマス・カーラ

イルはこれを憂慮し、著書『過去と現在』の中で、営利
至上主義の弊害を排し、新しい人間愛に基づいた経営
を行う経営者像、“captains of industry”を提唱しました。
一言で言うなら「経営騎士道」を説いたのです。真のリー
ダーとは私事がなく、コミュニティーに尽くすものであり、
それこそがエリートだと書いています。近年、コミュニ
ティーを重要なステークホルダーととらえ、そこにどう貢
献するかを考える経営者が増えてきましたが、すでにあ
の時代、同じことをカーライルは考えていたのです。さ
らに、世界はエリートが導くべきだとも述べています。
　昔の日本には江戸時代の藩校や戦前の旧制高等学校、
帝国大学など一種のエリート教育のようなものがありま
した。しかし、“平等であること”に重きを置く今の日本
でエリートを育てるのは至難の業です。しかも本来エリー
トの器でない人間にエリート教育をすると、組織にも本
人にも不幸な結果を招いてしまいます。とはいえ、難し
いと言ってばかりはいられません。
　歴史がわれわれに教訓として伝えていること、それは
世の中が根本から変革していく時代には、困難をブレー
クスルーする迫力と勇気を備え、人とは違った角度から
物事を発想できる「気骨ある異端児」が世界や組織を
リードすべきだということなのです。時代が急激に変化
している今、組織を正しい方向へ導ける人材を育てなけ
れば、乗り切ることはできません。その器量をもつ人材
を見極め、真のリーダーとして育てられるか、これこそ
が今の日本に問われていることではないでしょうか。
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